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ターは、ナノ構造体上の特異的な DNA 配列を認識して結合する DNA 認識部位と
DNA 上に導入した基質と共有結合を形成する共有結合形成部位から構成される。







いても、DNA 塩基配列を区別してタグタンパク質と DNA 間に架橋を形成するモジ
ュール型アダプターを開発した。亜鉛フィンガータンパク質とロイシンジッパータ
ンパク質 GCN4 を DNA 認識部位とし、タグタンパク質 CLIP-tag と融合したモジュ
ール型アダプターを設計した。3 種類のモジュール型アダプターは、いずれも DNA
ナノ構造体上に設計した位置に 90％以上の収率で反応し、設計原理により高い反応







るまでの 3 段階の酵素連続反応系を DNA ナノ構造体上に構築し、３段階反応の酵
素間距離依存性を評価した。これら 3 種類の酵素が同一 DNA ナノ構造体上、様々
な配置にある場合を構築して連続反応を評価したところ、酵素間距離が 10 nm の場
合に最も高い効率で 3 段階反応が進行することを明らかにした。  
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